
1.　はじめに

2024 年度に開催された高等専門学校（高専）
生向けコンテスト「第 5回 インフラマネジメン
トテクノロジーコンテスト（以下，「インフラテ
クコン」という）2024」1）において，私が指導す
る旭川工業高等専門学校の「チームぽんぽんぽん
きち 最終章」は，『埋まっている消火栓が見える
んです －上下水道 3Dプラットフォームのその
先へ－』を提案し，「地域賞」を受賞した（写真
－ 1，2）。本稿では，その提案内容について紹介
する。
まず，「チームぽんぽんぽんきち」とは，チー

ムメンバーの井上さんと大懸さんが，旭川高専在
学時，インフラテクコンに参加するために立ち上
げたチームである。しかし，彼らが，2022 年度
末に専攻科を修了したことに伴い，2023 年度
は，リーダーを武井さんとし，井上さんと大懸さ
んは，リーダーをサポートする役割とした新体制
の「チームぽんぽんぽんきちリブート 1.1」とし
て活動していた。
武井さんも 2023 年度末に専攻科を修了したこ

とに伴い，2024 年度の今回は，本科生の辻本さ
んをリーダーとする新体制とした。加えて，創設
メンバーの井上さんが学生最後の年度ということ
もあり，今回のチーム名を「チームぽんぽんぽん

きち 最終章」とした。「チームぽんぽんぽんきち」
という名前は，インパクトがあり，これまでのイ
ンフラテクコンにおいて継続して用いていること
から，今回もそれを生かした形のチーム名とした。

2.　提案背景

現在，日常生活で使用されている水道管の大多
数は，1960 年代から 1970 年代にかけての高度経
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第 5回 インフラマネジメントテクノロジーコンテスト 地域賞受賞

埋まっている消火栓が見えるんです
－上下水道 3Dプラットフォームのその先へ－

チームぽんぽんぽんきち 最終章

写真－ 1　授賞式の様子①

写真－ 2　授賞式の様子②
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済成長期に埋められたものである。水道管の法定
耐用年数は 40 年と定められており，2024 年現在
においては，それを超過した水道管が多く使用さ
れている状況である 2）。加えて，古い水道管は，
紙の図面しかない場合もあり，データがデジタル
化されていない管も多く存在している。
現在のところ，水道管を管理している各自治体
は，都市部への人口集中からくる税収低下によ
り，水道管を更新する工事に使用できる予算が限
られている状況である。より少ない予算での工事
が可能ならば，より多くの水道管を更新できる可
能性がある。そのため，水道管工事に関わる作業
を効率化するシステムが求められている。さら
に，作業者の高齢化および担い手不足により，デ
ジタル化や DX化による工事の省力化が急務で
ある。
また，旭川高専がある北海道旭川地域は，全国
有数の豪雪地域であり，雪が降る冬期になると歩
道と道路を積もった雪が一面に覆う圧雪（写真－
3）となる。そのため，水道管が埋まっている位
置の目印となる止水栓やマンホールを見つけるこ
とができないという豪雪地域ならではの地域課題
があった。
そこで，私たちのチームは，最初の出場となっ
たインフラテクコン 2021 から水道管の可視化に
取り組んできた（写真－ 4～ 6）。私たちがこれ
までに提案および実現してきたシステムの総称を
「上下水道 3Dプラットフォーム」と呼ぶ。この
システムは，「3D 上下水道管の表示機能」，「デ
ジタル図面からの 3D上下水道管の作成機能」，
「現場における 3D上下水道管の登録機能」，「紙
図面からの 3D上下水道管の作成機能」の 4大機
能から構成されている。
私たちは，これまでに取り組んできた水道管の

可視化技術の応用を考えており，その過程で消防
士の方々とつながる機会を得，彼らが困っている
課題を捉えることができた。

写真－ 3　北海道における圧雪された道路

写真－ 4　圧雪された地面における表示例

写真－ 5　湾曲した異形管の表示例

写真－ 6　冬期における実験風景
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3.　提案概要

インフラテクコン 2024 において，私たちのチ
ームは，消防士とのヒアリングにおいて捉えるこ
とができた雪に埋まっている消火栓の可視化に取
り組むことにした。積雪地域においては，冬期に
なると消防士が日常作業として，雪に埋もれてい
る消火栓の周囲を除雪している。
消火栓の位置に関する情報は，現地に簡単な標

識等が設置されている場合もあるが，大まかな位
置しか分からず，比較的広い範囲を除雪する必要
があり，消防士の大きな負担となっている。消火
栓の位置を可能な限りピンポイントで把握し，除
雪する範囲を必要最低限にすること
で，負担を減らすことができる。
つまり，雪に埋もれている消火栓の

位置を可視化する技術が求められてい
た。それに対して，私たちがこれまで
に取り組んできた地中に埋もれている
水道管の可視化技術が応用できると考
えた。
私たちのチームは，これまでにスマ

ートフォンを地面にかざすと，事前に
登録した水道管が 3Dで表示される技
術を実現してきた。この技術を応用す
ることで，雪や地面に埋まっている消
火栓を可視化する技術を実現すること
にした。消火栓の可視化アプリケーシ
ョンを作成するにあたり，これまで実
現してきた水道管の可視化アプリケー
ションとは異なる新しいユーザーイン
ターフェースに変更し，スマートフォ
ンを横にした状態での使用から，縦の
まま使用する方式に変更した。
実現したアプリケーション（図－ 1，

2）では，スマートフォンに搭載され
ている GPS の位置情報と搭載カメラ
から得られる風景情報を用いて，現在
位置と消火栓が埋まっている箇所の位

置情報を計算し，画面上の対応する位置にAR
（拡張現実）的に消火栓を表示する。
インフラテクコン 2024 の最終書類を提出する
段階では，積雪のある状況における実証実験を実
施することができなかった。そのため，積雪のな
い状況での実証実験（写真－ 7）を実施し，シス
テム上に表示される消火栓の位置と実際の位置と
のズレなどを計測した。
実験結果として，実用に耐え得る精度で消火栓
の位置を取得することができた。また，インフラ
テクコン 2024 の最終書類提出後には，積雪のあ
る状況における実証実験も実施し，積雪のない状
況と同様の出力結果が得られることを確認した。
私たちがこれまでに実現してきた「上下水道

図－ 1　消火栓の表示 ONの場合

写真－ 7　実証実験の様子

図－ 2　消火栓の表示 OFFの場合
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3D プラットフォーム」は，水道管に関する情報
を取り込み，管理するために作り上げてきたシス
テムである。実は，多くの消火栓は水道管と直結
している場合が多く，水道管の情報との親和性が
高いと言える。
そのため，「上下水道 3Dプラットフォーム」の
情報として消火栓を追加することで，より有用性
が高いデータとすることができる。最終的には，
私たちは，地中に埋まっている全てのインフラを

可視化・管理することができるスマート・ライフ
ラインシステム（図－ 3）の実現を目指している。

4.　おわりに

私たちが提案したシステム（図－ 4，5）は，
消防士の手間を大きく減らすことができる点，イ

図－ 3　  スマート・ライフラインシステム実現後のインフラ 
工事のイメージ 図－ 4　試作アプリケーション画面の説明

図－ 5　インフラテクコン 2024最終審査における概要提案書
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ンフラに関わる工事および管理において有用であ
る点が評価され，2025 年 3 月 5 日に開催された
インフラテクコン 2024 の授賞式・交流会（写真
－ 8～ 10）において，「地域賞」を受賞すること
ができた。
「チームぽんぽんぽんきち」として初出場した
2021 年も地域賞をもらったため，初心に戻った
ような気持ちであった。もちろんグランプリを目
指して活動してきたため，その目的を達成するこ
とができなかった点は，大変残念であった。しか
しながら，私たちのシステムが世の中から求めら
れていると実感することができ，事業化への意欲
も一層高まったと言える。
加えて，私たちのチームは，事業化を前提とし

た起業に向けて各種ビジネスコンテスト（ビジコ
ン）に出場し，提案したシステムが本当に事業化
できるかを模索している。これまでに出場したビ
ジコンでは入賞も果たしており，ビジネスの観点
からも私たちのシステムが求められていると言え
る。
現在，今回のチームメンバーのうち，大懸さ

ん，辻本さん，荒木さん，武井さんを中心に，学
生起業の実現を目指して活動中である。私たちの
提案内容をベースとした起業や技術にご興味のあ
る方，また，可視化してほしい情報がある方がい
らっしゃいましたら，ぜひともご連絡をお待ちし
ております。
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写真－ 8　交流会におけるプレゼンの様子

写真－ 9　授賞式後の記念撮影

写真－ 10　交流会後の反省会の様子
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